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は
じ
め
に

狭
隘
な
個
人
的
な
視
野
に
展
開
す
る
個
々
の
中
世
の
事
物
へ
の
関

心
を
絶
え
ず
喚
起
し
つ
つ
調
査
及
び
収
集
を
継
続
し
て
き
た
が
、
同

時
並
行
的
に
整
理
分
類
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
想
定
外
の
域
に
達
し

て
増
大
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
纏
ま
る
「
こ
と
が
ら
」
は
取
り
敢
え

ず
開
い
て
文
章
化
し
て
き
た
。
こ
こ
に
三
つ
の
局
面（
側
面
の
一
面
）

か
ら
窺
い
知
る
こ
と
を
え
た
新
知
見
を
新
た
に
補
遺
と
し
て
記
述
す

る
。

一
、「
孔
子
論
」
図

孔
子
・
項
託
問
答
話
に
つ
い
て
は
、牧
野
「「
孔
子
論
」
一
巻
附
『
台

宗
三
大
部
外
勘
抄
』」（「
東
横
国
文
学
」
18
号
、１
９
８
６
、後
に
『
中

世
の
説
話
と
学
問
』、
１
９
９
１
、
和
泉
書
院
刊
収
録
））
公
刊
以
降
、

「
新
出
『
小
児
論
』
二
種
紹
介
」（『
実
践
国
文
学
』
７
０
号　

２
０
０
６
・
10
）
や
「
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
〈
孔
子
童
子
問
答
話
〉

に
関
す
る
二
、三
の
問
題
」（
日
本
台
湾
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

２
０
０
７
・
６
・
３　

於　

京
大
会
館
、
後
に
同
題
の
論
文
を
『
仏
教

文
献
と
文
学
』〈
２
０
０
８
・
９　

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
〉
所
収
）
に
至
る
一
連
の
諸
論
に
お
い
て
我
国

残
存
資
料
（
近
代
を
含
む
）
の
蒐
集
、
本
文
の
分
類
に
終
始
し
て
き

た
が
、「
新
出
『
小
児
論
』
二
種
紹
介
」（『
実
践
国
文
学
』
７
０
号　

平
成
１
８
・
10
）
に
お
い
て
、
始
め
て
副
題
と
し
て
「
帯
図
に
ふ
れ

つ
つ
」を
掲
げ
た
。
雑
字
系
日
用
幼
学
字
書
の
多
く
が
そ
の
首
に「
小

児
論
」
図
と
本
文
を
上
図
下
文
形
式
で
収
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

孔
子
論
図
・
弥
谷
寺
蔵
三
宝
院
流
聖
教
類
・
宋
刊
写
刻
体
経
典

― 
補
遺
三
題 

―

牧　

野　

和　

夫
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上
図
下
文
形
式
の
「
小
児
論
」
が
明
代
か
ら
清
代
に
か
け
て
普
く
展

開
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
た
報
告
で
あ
っ
た
。
其
の
後
、
金
文
京

氏
「
敦
煌
文
書
が
語
る
文
学
史
―
辺
境
文
学
の
普
遍
性
―
」（『
し
に

か
』　

１
９
９
８
・
７
）
の
推
測
（「
孔
子
項
託
相
問
の
図
は
、
漢
代

画
像
石
に
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
）
に
導
か
れ
た
比

較
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、手
が
か
り
は
、『
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
』

（
１
９
７
８
年　

文
物
出
版
社
）
の
「
孔
子
」
に
対
面
す
る
「
児
童
」

の
榜
書
「
項
槖
」
二
文
字
の
残
画
「

」（
模
写
図
に
よ
る
）

に
あ
っ
た
。「
車
〈
輪
〉
を
押
す
〈
曳
く
〉
小
児
」
に
着
目
し
た
図

像
分
析
を
若
干
行
っ
た
の
が
、
２
０
０
７
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
仏

教
文
献
と
文
学
」
に
お
け
る
口
頭
発
表
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
我
国
残

存
資
料
と
し
て
「
孔
子
項
託
問
答
話
」
を
画
題
に
し
た
と
目
し
う
る

新
た
な
る
一
図
を
提
示
し
た
い
。

先
ず
、『
今
昔
物
語
集
』
所
収
話
を
除
く
我
国
残
存
資
料
本
文
の

概
略
を
旧
稿
に
従
い
再
度
、
分
類
整
理
す
る
。

ａ　

日
本
残
存
資
料
「
孔
子
論
」

か
つ
て
敦
煌
発
現
百
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
於
北
京
）

に
お
い
て
日
本
残
存
資
料
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
口
頭
発
表
を
試
み

た
。
そ
の
内
容
を
活
字
化
し
た
「
敦
煌
蔵
経
洞
蔵
『
孔
子
項
託
相
問

書
』
類
の
日
本
伝
来
・
受
容
に
つ
い
て
」（『
敦
煌
文
献
論
集
』

２
０
０
１
・
５　

遼
寧
人
民
出
版
社
刊
）
に
管
見
に
入
る
こ
と
を
得

た
孔
子
項
託
問
答
説
話
と
し
て
日
本
現
存
の
刊
・
写
本
主
要
六
本
並

び
に
抄
出
一
本
合
計
七
本
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
既
に
逸
文

一
則
が
『
五
常
内
義
抄
』
な
ど
に
「
孔
子
論
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
多
く
の
伝
本
が
我
国
の
石
室
裡

に
死
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
１
）�

高
野
山
大
学
図
書
館
蔵･

（
持
明
院
寄
託
）〔
16
世
紀
、

室
町
後
期
頃
〕
写
『
孔
子
論
』
大
一
冊

（
２
）�

醍
醐
寺
蔵
〔
17
世
紀
、
近
世
初
〕
写
『
孔
児
論
』
一
冊

（
３
）�

家
蔵
故
阿
部
隆
一
氏
旧
蔵〔
17
～
18
世
紀
、近
世
〕
写
『
孔

子
論
』
一
冊

（
４
）�

慶
安
四
年
刊
（
明
暦
三
年
後
印
本
も
あ
る
）『
類
雑
集
』

巻
九
所
収
「
孔
子
論
」

（
５
）�

日
本
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
〔
18
世
紀
〕
写
『
孔

子
論
』：
抄
出

（
６
）�

歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
大
永
五
年
写
『
源
氏
供
養
附

三
十
六
歌
仙
開
眼
供
養
表
白
・
明
法
抄
・
孔
子
論
』

（
７
）�

日
本
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『

玉
集　

付
孔
子
論
』

一
冊

ｂ　
「
雑
字
」
系
類
書
所
収
「
小
児
論
」

そ
の
後
、「「
雑
字
」
系
類
書
と
『
小
児
論
』
テ
キ
ス
ト
―
「
雑
字
」
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系
類
書
の
一
伝
本
：
内
閣
文
庫
蔵
明
刊
「〔
新
鐫
増
補
／
類
纂
摘
要
〕

鰲
頭
雑
字
」
所
収
『
小
児
論
』
紹
介
―
」（『
実
践
国
文
学
』
68
号　

平
成
17
・
10
）、「
日
本
残
存
資
料
か
ら
見
た
『
小
児
論
』
‥
雑
字
系

資
料

―
日
本
中
世
の
“
論
（
対
話
体
）”
と
い
う
“
枠
組
み
”
の

受
容
に
つ
い
て

―
」（
２
０
０
５
年
２
月
25
日
第
一
回
東
亜
寓
言

國
際
會
議
、
同
論
文
集
所
収
拙
稿
）
に
い
く
つ
か
の
引
文
を
越
南
本

三
本
と
対
照
し
て
概
要
を
記
し
た
の
で
、
多
く
は
省
略
す
る
が
、
結

論
と
し
て
言
い
う
る
こ
と
は
次
の
点
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
蔵
『〔
新

鐫
増
補
／
類
纂
摘
要
〕
鰲
頭
雑
字
』
所
収
「
小
児
論
」
は
、
現
在
、

日
本
現
存
の
写
本
に
は
見
出
せ
ず
、
既
に
先
学
の
紹
介
済
み
の
資
料

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
河
内
市
越
南
国
家
社
会
科
学
中
心

漢
喃
研
究
院
図
書
館
蔵
、
越
南
本
「
小
児
論
」
伝
存
三
本
（
王
昆
吾

氏
『
从
敦
煌
学
到
域
外

文
学
』
商
務
印
書
館
出
版
所
収　

２
０
０
３
）
や
「
新
編
小
児
難
孔
子
」（
王
重
民
他
編
『
敦
煌
変
文
集
』

巻
三
「
孔
子
項
託
相
問
書
」
附
録
二
）
に
系
統
を
同
じ
く
す
る
も
の

で
あ
る
。特
に
京
都
大
学
人
文
本
は
越
南
乙
本
に
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

概
し
て
、
越
南
三
本
は
「
増
補
幼
學
須
知
雑
字
大
全
」
所
収
「
小
児

論
」
系
統
の
本
文
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

“
雑
字
”
系
日
用
類
書
所
収
「
小
児
論
」
は
、
そ
の
広
範
な
流
布

を
予
想
し
う
る
点
で
、
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
多
大
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
越
南
本
も
明
代
以
降
の
中
越
の
交
易
に
伴
う
移
入
の「
産
物
」

と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
中
国
に
お
い
て
地
方
の
古
老
伝
誦

の
故
事
と
し
て
“
小
児
論
”
系
統
の
「
昔
話
」
が
報
告
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
、『
雑
字
』
な
ど
が
村
塾
の
教
科
書
と
し
て
古
く
よ
り
流
布

し
て
い
た
こ
と
と
係
わ
る
か
も
し
れ
な
い
（
張
鴻
勣
氏
「（
孔
子
項

託
相
聞
書
）
故
事
伝
承
研
究
」〈『
敦
煌
俗
文
学
研
究
』
甘
粛
教
育
出

版
社
、
２
０
０
２
年
９
月　

31
～
42
頁
〉
に
）。
と
く
に
、
明
代
以

降
の
出
版
文
化
の
拡
大
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
小
児
論
」
収
録
の
『
雑
字
』
類
の
本
文
の
系
統
分
類
を
再
録
す

る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
甲
類
】

１　

内
閣
文
庫
蔵
『〔
新
鐫
増
補
／
類
纂
〕
鰲
頭
雑
字
』
所
収
「
小

児
論
」

【
乙
類
①
種
】

２　

京
都
大
学
人
文
研
蔵『
増
廣
幼
學
須
知
雑
字
大
全
』所
収「
小

児
論
」

３　

越
南　

甲
本
『
昔
仲
尼
師
項
槖
』

４　

越
南　

乙
本　

佚
名
本

５　

越
南　

丙
本
『
孔
子
項
槖
問
答
書
』

６　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
図
書
館
蔵
Ａ
本
『
東
園
雑
字
大
全
』
所

収
「
小
児
論
」

７　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
図
書
館
蔵
Ｂ
本『
東
園
雑
字
』所
収「
小

児
論
」
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【
乙
類
②
種
】

８　

高
田
時
雄
氏
蔵『
増
廣
幼
學
須
知
鰲
頭
雑
字
大
全
』所
収「
小

児
論
」

９　

京
都
産
業
大
学
図
書
館
蔵
『
増
補
素
翁
指
掌
雑
著
全
集
』
所

収
「
小
児
論
」

10　
『
敦
煌
変
文
校
注
』
巻
三
所
収
「
新
編
小
児
難
孔
子
」

11　

西
江
大
学
校
図
書
館
蔵
『
随
記
』
所
収
「
夫
子
遇
小
児
論
世

益
」

【
丙
類
】

12　

内
閣
文
庫
蔵
『
孔
聖
全
書
』
巻
三
十
四
所
収
「
孔
子
出
遊
逢

小
児
論
」

13　
『
敦
煌
変
文
校
注
』
巻
三
所
収
『
歴
朝
故
事
統
宗
』
巻
九
所

収
「
小
児
論
」

　

元
和
九
年
（
一
六
ニ
三
）
の
跋
文
を
備
え
る
狩
野
重
長
（
一
渓
）

の
編
著
『
後
素
集
』
は
、
巻
一
の
後
半
か
ら
巻
三
の
諸
画
題
の
解
説

が
こ
の
編
著
の「
眼
目
で
あ
り
」、聖
賢
か
ら
雑
に
至
る
三
十
二
項
目
、

「
六
百
九
十
件
余
の
画
題
を
掲
げ
て
い
る
」。
ま
さ
に
「
製
作
鑑
賞
鑑

定
の
基
礎
知
識
を
与
え
る
も
の
で
」「
こ
の
時
代
の
絵
画
と
文
学
と

の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
内
容
で
あ
る
」と
さ
れ
、「『
翰

林
五
鳳
集
』
と
並
ん
で
中
世
末
期
・
近
世
初
期
の
画
題
研
究
の
上
で

殆
ど
唯
一
の
貴
重
な
手
懸
り
」
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
、と
い
う
（
山

崎
誠
氏
「
後
素
集
と
そ
の
研
究
（
上
）」〈『（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

調
査
研
究
報
告
』〉
に
よ
る
）。
こ
の
「
聖
賢
」
の
項
に
「
孔
子
論
図
」

と
い
う
画
題
が
挙
げ
ら
れ
「
児
子
土
ノ
城
ヲ
作
リ
居
タ
ル
所
ヘ
、
孔

子
車
ニ
乗
テ
行
給
フ
時
、
小
児
孔
子
ト
問
答
。」
と
の
記
述
が
あ
る
。

既
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
孔
子
・
項
託
問
答
の
図
で
あ
る
こ
と

は
明
瞭
で
あ
る
。
我
国
の
中
世
末
・
近
世
初
期
に
画
題
と
し
て
「
孔

子
論
」
の
場
面
が
絵
画
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

編
著
者
一
渓
の
実
父
は
狩
野
松
栄
の
門
下
で
一
翁
内
膳
で
あ
る
。

ひ
ろ
く
狩
野
派
の
系
譜
に
探
る
の
が
筋
で
あ
る
。「
新
出
『
小
児
論
』

二
種
紹
介
」（『
実
践
国
文
学
』
70
号
）
公
刊
直
後
に
『
後
素
集
』
の

当
該
記
事
に
逢
着
し
折
り
に
触
れ
狩
野
派
の
画
集
や
展
観
図
録
な
ど

に
探
っ
た
の
で
あ
る
が
、
杳
と
し
て
「
孔
子
論
」
と
い
う
べ
き
図
像

の
行
方
を
知
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
た
。
全
く
の
門
外
漢
が
近
時
、

漸
く
に
一
図
を
拾
い
、
候
補
の
一
点
と
し
て
次
の
一
図
を
提
示
し
た

い
。
あ
く
ま
で
も
可
能
性
の
あ
る
、
検
討
す
べ
き
図
の
ひ
と
つ
と
考

え
て
い
る
の
み
で
、
確
証
と
す
べ
き
文
字
資
料
は
な
い
。（
図
１
）

こ
の
図
は
、『
尾
形
家
絵
画
資
料
』
図
版
篇
（
１
９
８
１　

西
日

本
文
化
協
会
）
所
収
の
通
番
２
０
４
４
に
当
た
る
。
項
目
「
唐
児
童

遊
戯
」
に
分
類
さ
れ
た
一
群
の
図
の
中
の
一
点
で
あ
る
。
前
掲
『
後

素
集
』
に
も
「
児
童
」
の
項
目
が
あ
る
。
聡
明
な
童
子
と
の
問
答
話

と
し
て
は
唯
一
「
君
平
戯
児
図
」
と
い
う
画
題
が
掲
載
さ
れ
る
が
、

孔
君
平
と
楊
氏
の
子
供
一
人
と
の
問
答
、
と
考
え
る
べ
き
で
、
通
番
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平
君
「、
ば
ら
な
る
す
意
注
に
と
こ
く
描
人
三
を
児
小
が
４
４
０
２

三
は
話
答
問
の
託
項
・
子
孔
、
が
る
す
述
後
。
い
な
は
で
」
図
児
戯

や
子
童
。
う
適
と
図
子
孔
た
い
向
を
面
正
に
的
像
図
（
物
人
い
し
覚

え
備
を
輪
両
に
軸
一
、
は
の
る
れ
か
描
に
丈
背
じ
同
と
供
子
の
者
従

が
子
唐
の
人
三
る
れ
戯
で
姿
立
に
前
の
そ
、）
か
姿
た
し
座
に
車
た

。
る
け
か
し
指
を
蓋
天
が
者
従
に
左
。
る
れ
か
描

師
絵
の
家
形
尾
の
々
代
る
ま
始
に
由
仲
形
尾
師
絵
用
御
の
藩
田
黒

尾
『
が
の
も
た
し
類
分
理
整
に
的
羅
網
を
群
料
資
本
粉
た
し
作
製
が

以
て
し
事
師
に
幽
探
野
狩
が
由
仲
代
初
。
る
あ
で
』
料
資
画
絵
家
形

い
深
の
と
こ
ぶ
結
に
）
ど
な
家
台
河
駿
・
家
橋
冶
鍛
（
派
野
狩
、
来

う
よ
い
多
が
の
も
る
な
連
に
派
野
狩
は
本
粉
の
そ
、
で
り
か
ば
師
絵

か
か
に
作
製
の
師
絵
家
同
が
半
大
の
そ
は
料
資
家
形
尾
「。
る
あ
で

ご
に
ら
さ
、
れ
ま
含
ず
ら
か
な
少
も
分
作
制
の
人
門
、
し
だ
た
。
る

）
か
ほ
五
五
七
二
（
画
本
の
師
絵
な
縁
無
は
と
家
形
尾
、
の
数
少
く

。
う
い
と
）
氏
二
耕
藤
後
（」
。
る
れ
ま
含
に
的
外
例
も

の
も
る
か
か
に
手
の
れ
づ
い
の
々
代
家
形
尾
が
４
４
０
２
番
通

は
に
説
解
の
書
本
、
か
の
も
る
か
か
に
師
絵
の
他
の
そ
は
い
或
、
か

こ
、
か
る
あ
で
本
粉
の
ろ
ご
時
何
、
く
な
は
述
記
る
な
と
り
か
が
手

の
り
か
ゆ
ず
ら
か
な
少
と
派
野
狩
、
が
い
な
き
で
は
測
推
の
上
以
れ

。
る
え
考
と
、
か
本
粉
る
あ

写
書
期
前
世
近
・
町
室
の
話
答
問
託
項
・
子
孔
た
し
存
残
に
国
我

を
題
尾
・
題
小
て
べ
す
ぼ
ほ
が
）
料
資
の
坊
僧
院
寺
（
ト
ス
キ
テ
の

資
究
研
題
画
の
頃
初
世
近
・
末
町
室
、
は
と
こ
る
作
に
」
論
子
孔
「

な
密
緊
と
と
こ
る
い
て
し
と
」
論
子
孔
「
を
題
画
が
』
集
素
後
『
料

」
論
子
孔
「
ら
が
な
念
残
。
う
ろ
あ
で
き
べ
る
え
考
と、
る
あ
が
係
関

１
図



― 46 ―

と
小
題
し
た
本
文
に
係
る
図
は
管
見
に
入
る
を
え
な
い
現
状
か
ら

は
、
こ
の
狩
野
派
に
淵
源
を
も
ち
そ
う
な
粉
本
を
『
後
素
集
』
所
収

画
題
「
孔
子
論
」
に
直
ち
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
方
の
日
本
舶
載
資
料
「
雑
字
」
系
幼
学
日
用
類
書
の
上
図
下
文

の
事
例
か
ら
若
干
の
推
測
を
加
え
た
い
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
小
題
・

尾
題
を
「
小
児
論
」
と
作
る
が
、
図
を
基
準
に
類
別
す
る
な
ら
ば
、

高
田
時
雄
氏
蔵
『
増
廣
幼
學
須
知
鰲
頭
雑
字
大
全
』
所
収
「
小
児
論
」

上
図
（
図
２
）
を
先
ず
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王

立
図
書
館
蔵
Ａ
本
『
東
園
雑
字
大
全
』
所
収
「
小
児
論
」・
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
王
立
図
書
館
蔵
Ｂ
本
『
東
園
雑
字
』
所
収
「
小
児
論
」
は
、
こ

の
系
統
で
あ
る
。
孔
子
の
面
相
や
頭
髪
・
被
り
物
部
分
に
各
々
相
異

な
る
も
の
の
、
構
図
は
同
じ
で
あ
る
。
土
の
城
壁
近
く
に
三
人
の
唐

子
を
描
く
。
従
者
が
一
軸
両
輪
の
手
押
し
車
を
押
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
の
系
統
は
、
京
都
大
学
人
文
研
蔵
『
増
廣
幼
學
須
知

雑
字
大
全
』
所
収
「
小
児
論
」・
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
特
選
Ｗ
ｅ
ｂ
古
書
店
Ｖ

ｏ
ｌ
．
13
『
増
補
素
翁
指
掌
雑
著
全
集
』
所
収
「
小
児
論
」
で
あ
る
。

京
大
人
文
研
蔵
本
は
土
の
城
壁
近
く
に
三
人
の
唐
子
を
描
く
の
に
対

し
て
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
本
は
従
者
と
二
人
の
唐
子
の
計
三
人
と
な
る
点
大
い

な
る
相
違
が
あ
る
。
こ
の
系
統
は
、
従
者
が
一
軸
両
輪
の
車
を
曳
い

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
（
参
考
図
と
し
て
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
本
の
模
写
を

掲
載
す
る
。
図
２
〈
右
〉）。

先
述
の
粉
本
を
考
え
る
際
に
「
小
児
論
」
系
の
こ
れ
ら
の
図
で
興

味
深
い
点
は
、
髙
田
時
雄
氏
蔵
『
増
廣
幼
學
須
知
鰲
頭
雑
字
大
全
』

所
収
「
小
児
論
」
上
図
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
図
書
館
蔵
Ａ
本
『
東

園
雑
字
大
全
』
所
収
「
小
児
論
」
を
始
め
す
べ
て
（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
本
は

従
者
を
加
え
て
三
人
）、
児
童
三
人
が
立
姿
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
特
に
髙
田
時
雄
氏
蔵
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
図
書
館
蔵

「
東
園
雑
字
」
本
の
小
児
一
人
が
右
手
を
掲
げ
、
左
手
は
袖
口
の
あ

た
り
で
握
る
仕
草
で
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
仕
草
の
童
子

を
尾
形
家
蔵
の
通
番
２
０
４
４
の
粉
本
に
全
く
同
じ
仕
草
で
踊
る
か

の
如
き
唐
児
と
し
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
高
田
氏
蔵

本
の
三
人
の
童
子
（
図
３
）
と
尾
形
家
資
料
通
番
２
０
４
４
の
三
人

の
童
子
の
図
柄
の
比
較
対
照
を
掲
載
す
る
。
な
お
、
尾
形
家
の
図
中

の
礼
拝
す
る
児
童
の
み
、
左
右
反
転
さ
せ
て
配
し
た
こ
と
を
附
記
す

る
。か

く
て
尾
形
家
絵
画
資
料
の
通
番
２
０
４
４
の
一
点
は
、
我
国
舶

載
「
雑
字
」
系
幼
学
字
書
の
明
後
期
以
降
の
図
様
に
も
適
う
こ
と
が

明
瞭
と
な
っ
た
（
但
し
、
孔
子
像
に
つ
い
て
の
検
討
は
省
い
た
）。

憶
測
を
許
し
て
い
た
だ
く
な
ら
ば
、
我
国
へ
舶
載
さ
れ
た
「
雑
字
」

系
の
幼
学
日
用
字
書
に
「
孔
子
論
」
と
小
題
・
尾
題
し
た
本
文
を
下

段
に
し
て
上
図
に
は
三
人
の
童
子
（
仕
草
な
ど
は
三
人
と
も
立
姿
）

と
孔
子
（
従
者
に
天
蓋
を
持
た
せ
て
正
面
の
孔
子
、
こ
れ
は
狩
野
派

の
創
作
上
の
配
慮
と
も
）
を
描
い
た
図
様
を
配
し
た
一
点
が
あ
っ
た
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。
か
う
ろ
あ
で
謀
無、
は
と
こ
る
え
考
に
う
よ
の
こ
。
か
い
な
は
で
の

・
学
初
る
亘
に
流
諸
教
佛
た
し
と
め
始
を
林
禅
の
世
中
国
我
に
既

日
学
幼
の
系
」
字
雑
「
つ
持
を
記
木
の
亥
辛
武
洪
明
に
界
世
の
学
幼

れ
さ
刊
覆
り
係
に
手
の
ど
な
壽
伯
工
刻
朝
来
れ
さ
載
舶
が
類
書
字
用

』
究
研
の
版
山
五
『
氏
馬
一
瀬
川
て
い
つ
に
容
受
の
そ、
ど
な
と
こ
た

こ
、
で
の
る
あ
が
と
こ
た
し
摘
指
り
拠
に
述
記
の
）
３
・
０
７
９
１
（

実
『〈
」
ト
ス
キ
テ
』
論
児
小
『
と
書
類
系
」
字
雑
「「
（
く
省
は
に
こ

幼
の
代
明
。
る
あ
で
い
幸
ば
れ
け
だ
た
い
照
参
ご
。）
〉』
学
文
国
践

図
2　

本
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
）
右
（、
本
蔵
氏
雄
時
田
高
）
左
（

３
図
　

。
照
対
の
料
資
家
形
尾
と
本
蔵
田
高

本
蔵
氏
田
高
）
左
（、
４
４
０
２
番
通
料
資
家
形
尾
）
右
（

、
み
の
物
人
の
こ
（

）
転
反
右
左

）
姿
立
（
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学
字
書
の
上
図
下
文
な
ど
の
形
式
を
介
し
て
図
像
と
テ
キ
ス
ト
が
一

面
の
上
下
に
配
さ
れ
た
形
で
舶
載
さ
れ
、
各
々
受
容
の
過
程
で
図
と

文
が
相
別
れ
た
後
は
、
図
像
の
方
は
殆
ど
辿
り
返
す
こ
と
の
で
き
な

い
画
題
・
粉
本
と
し
て
わ
ず
か
に
近
世
初
期
ま
で
残
り
（
尾
形
家
の

粉
本
）、
テ
キ
ス
ト
の
方
は
寺
院
僧
坊
の
一
隅
に
誰
一
人
手
に
取
る

こ
と
も
な
い
古
書
（『
類
雑
集
』
な
ど
）
の
一
丁
分
に
生
き
延
び
て

い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
敦
煌
蔵
経
洞
発
現
後
、
百
十
有
余
の

歳
月
を
経
て
日
本
の
地
で
「
孔
子
論
」
の
図
・
文
が
新
た
に
相
見
え

る
に
至
っ
た
こ
と
の
不
思
議
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
が
、

あ
く
ま
で
も
尾
形
家
蔵
粉
本
資
料
の
通
番
２
０
４
が
「
孔
子
論
」
図

と
確
定
で
き
た
、
と
し
て
の
話
で
あ
る
。

二
、
弥
谷
寺
蔵
三
宝
院
流
聖
教
類
の
伝
来
に
つ
い
て

本
誌
所
載
旧
稿
の
や
口
頭
発
表
資
料
な
ど
に
「
照
海
が
一
括
伝
来

し
た
か
」
と
記
し
て
弥
谷
寺
蔵
三
宝
院
流
聖
教
類
の
伝
来
に
つ
い
て

若
干
触
れ
た
が
、
誤
解
を
生
じ
る
可
能
性
も
強
く
、
こ
こ
に
次
の
点

を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
二
人
（
乃
至
は
更
に
複
数
）
の
時
代

を
著
し
く
異
に
し
た
「
照
海
」
が
関
心
の
赴
く
線
上
に
同
時
に
浮
上

し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
（
円
海
な
ど
は
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
る
）。

弥
谷
寺
蔵
三
宝
院
流
聖
教
類
に
つ
い
て
は
、
田
中
博
美
氏
「
弥
谷

寺
所
蔵
の
三
宝
院
流
聖
教
（
甲
）」（『
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
紀
要
』

８
号　

１
９
８
６
）
の
報
告
が
あ
り
、「
弥
谷
寺
所
蔵
の
聖
教
は
」「
小

野
三
宝
院
流
」
と
「
新
安
祥
寺
流
」
の
聖
教
に
「
大
き
く
二
つ
に
分

け
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
さ
れ
、そ
の
「
三
宝
院
流
の
な
か
で
も
質
・

量
と
も
に
中
心
と
な
る
の
は
本
圓
が
暦
応
か
ら
貞
治
ご
ろ
ま
で
の

三
十
年
間
に
書
写
し
た
」
聖
教
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
圓

の
名
は
醍
醐
寺
所
蔵
聖
教
、
た
と
え
ば
第
三
四
七
函
の
五
『
禅
林
寺

静
遍
僧
都
都
秘
記
成
賢
口
決　

一
巻
』
や
四
二
九
函
の
七
『
灌
頂
』

の
奥
書
を
提
示
し
、
さ
ら
に
『
高
野
山
西
南
院
所
蔵
聖
教
類
蒐
集
史

料
目
録
』
に
著
録
の
『
三
宝
院
聖
教
目
録
私
―
』
な
る
一
冊
の
奥
書

を
掲
出
し
、
事
相
・
教
相
に
亘
る
本
圓
の
著
述
を
列
記
し
て
い
る
。

真
言
宗
に
お
け
る
大
変
重
要
な
学
僧
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
次

の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
。「
今
ま
で
自
筆
本
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
。

本
円
に
つ
い
て
は
、『
禅
林
寺
静
遍
僧
都
都
秘
記
成
賢
口
決　

一

巻
』
の
貞
和
四
年
の
校
合
識
語
に
「
東
寺
末
資
本
圓
」
と
記
述
す
る

よ
う
に
、
小
野
流
の
八
幡
善
法
寺
の
学
僧
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ

ば
『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録　

五
』（
昭
和
54
・
３
）
Ｐ.

２
５
４
・
２
５
５
の
『
灌
頂
印
明
决
』
の
奥
書
に

「〔
奥
書
〕
建
武
四
年
八
月
廿
一
日
任
所
承
註
本
文
畢

金
剛
乗
沙
門
性
心
（
春
秋
／
五
十
一
）

此
抄
先
師
入
滅
之
後
為
助
自
行
竊
雖
記
之
尚
恐
／
冥
慮
入
干
火
炉
了

其
夜
夢
見
先
師
持
紙
携
杖
／
告
弟
子
日
汝
之
所
抄
甚
以
随
喜
焼
之
不
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可
然
早
令
起
草
／
可
清
書
此
紙
此
料
紙
者
従　

大
師
所
給
也
云
々
忽

驚
／
夢
中
之
厳
訓
再
簒
軌
之
要
文
其
後
暦
応
二
／
年
八
月
甘
七
曰
又

感
夢
想
速
疾
成
佛
一
章
加
入
之
／　
　
　
　
　
　
　

已
上
御
抄
批

暦
応
第
二
暦
暮
秋
中
旬
之
候
賜
師
主
御
自
／
筆
之
本
謹
染
筆
畢
此

鈔
者
秘
密
之
肝
心
遮
／
那
之
脳
膽
也
努
力
々
々
不
可
及
外
見
□
□
□

□
□
／
宛
如
守
眼
肝
而
己

小
野
末
資
金
剛
本
円

（
以
上
本
奥
書
）

応
安
四
年
潤
三
月
五
日
於
東
寺
観
智
院
禅
窓
／
以
善
法
寺
御
本
令
書

写
了
披
先
師
遺
鈔
如
／
再
観
面
会
可
喜
々
　々

権
少
僧
都
賢
寶　

生

年
卅
九

（
以
下
略
）」

と
東
寺
賢
寶
が
記
す
よ
う
に
、賢
寶
の
先
師
で
あ
る
生
駒
の
性
心
、

そ
の
門
下
の
本
圓
で
あ
り
、
賢
寶
の
師
事
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
る
。
櫛
田
良
洪
氏
『
続
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
昭
和

54
・
３
山
喜
房
佛
書
林　

頁
３
３
１
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。「
本
円
は
男
山
八
幡
善
法
寺
に
止
住
し
た
僧
で
、」
杲
宝
よ
り

仁
和
寺
御
流
を
相
承
し
た
人
で
あ
っ
た
。
賢
寶
は
康
安
元
年
六
月

二
十
九
歳
の
頃
こ
の
本
円
よ
り
八
幡
善
法
寺
で
菩
提
心
論
灌
頂
を
授

け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
応
安
三
年
（
建
徳
元
）
正
月

二
十
四
日
善
法
寺
方
丈
で
長
老
本
円
よ
り
教
え
を
受
け
、
更
に
六
月

十
九
日
八
幡
善
法
寺
で
長
老
現
証
や
本
円
に
よ
っ
て
御
流
の
付
法
を

受
け
た
。
こ
う
し
て
応
安
四
年
八
月
に
は
本
円
に
師
事
し
、
九
月
に

は
上
乗
院
宮
よ
り
故
上
人
が
相
承
し
た
内
に
欠
け
た
も
の
を
補
い
、

十
二
月
二
十
二
日
に
は
立
派
に
野
月
を
相
承
し
た
。
応
安
五
年
十
月

長
老
現
証
よ
り
「
一
部
沢
見
抄
」
の
伝
受
を
受
け
た
。
さ
ら
に
同
六

年
八
月
に
は
「
不
動
護
摩
私
記
」
の
伝
受
を
う
け
、
七
年
五
月
に
は

善
法
寺
長
老
よ
り
「
許
可
略
支
度
」
を
相
伝
書
写
し
て
い
る
。
そ
の

他
、
永
和
三
年
三
月
、
同
四
年
三
月
、
同
四
年
九
月
、
永
徳
元
年
八

月
と
相
次
い
で
秘
籍
の
伝
受
を
う
け
た
。
こ
う
し
て
賢
宝
は
仁
和
寺

御
流
の
相
承
者
と
し
て
上
乗
院
御
所
に
参
入
し
、
時
に
は
招
か
れ
て

室
町
殿
で
仁
王
経
修
法
の
式
衆
に
も
加
わ
っ
た
。
…
…
こ
う
し
て
乗

朝
、
現
証
、
本
円
、
顕
覚
な
ど
か
ら
善
法
寺
蔵
本
を
普
く
提
示
さ
れ
、

仁
和
寺
御
流
を
洩
れ
な
く
相
承
し
て
い
っ
た
。」

弥
谷
寺
蔵
『
事
相
書
籍
目
録
』
一
巻
に
は
「
賢
寶
云
」
と
し
て
賢

寶
の
注
記
を
追
筆
し
、
明
ら
か
に
賢
寶
手
沢
（
経
由
）
を
示
し
、
東

寺
観
智
院
に
係
る
典
籍
で
あ
り
、
こ
こ
に
云
う
と
こ
ろ
の
照
海
は
、

「
照
海
授
乗
海
印
信
」
五
紙
一
包
の
五
「
血
脈
」
の
「
…
…
善
法
寺

性
心　

同
寺
本
圓　

観
智
院
賢
寶　

…
…
同
院
権
僧
正
宗
杲　

善
法

寺
慈
雄　

観
智
院
権
僧
正
真
海　

善
法
寺
昭
海　

乗
海
」
と
次
第
す

る
八
幡
善
法
寺
「
照
海
」
で
天
文
七
年
頃
の
生
存
が
確
認
で
き
る
。

即
ち
、
弥
谷
寺
蔵
三
宝
院
聖
教
は
、「
照
海
―
乗
海
」
と
相
承
さ
れ

た
一
群
の
典
籍
類
（
本
圓
に
連
な
る
観
智
院
経
由
の
も
の
）
で
あ
り
、

「
照
海
―
乗
海
」
の
次
第
（
天
文
期
）
ま
で
は
八
幡
善
法
寺
・
東
寺
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観
智
院
の
交
流
の
圏
内
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

東
寺
観
智
院
賢
寶
に
直
結
す
る
典
籍
群
を
含
む
東
寺
伝
来
の
も
の
と

し
て
の
扱
い
が
必
要
と
な
る
。

か
つ
て
興
味
深
い
典
籍
書
写
識
語
中
に
拾
う
「
照
海
」
と
し
て
旧

稿
の
所
々
に
留
意
し
た
、
南
北
朝
期
の
「
照
海
」
と
は
別
人
で
あ
る

こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

八
幡
善
法
寺
・
東
寺
観
智
院
の
交
流
の
圏
内
に
存
在
し
た
弥
谷
寺

蔵
の
印
信
・
典
籍
類
に
四
天
王
寺
勝
鬘
院
円
珠
に
連
な
る
僧
「
本
空
」

の
四
天
王
寺
止
住
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
延
慶
本
『
平
家

物
語
』
の
独
自
記
事
に
認
め
ら
れ
る
「
四
天
王
寺
」
止
住
の
「
本
空
」

を
考
え
る
上
で
看
過
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
は
口
頭
発
表
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

三
、
終
わ
り
に
―
自
写
経
典
の
刊
刻
化
：
写
刻
体
と
刻
工

前
稿
「『
自
写
』
経
典
の
宋
の
地
に
お
け
る
開
版
小
考
」
に
示
す

べ
き
事
例
を
逸
し
た
の
で
加
え
た
い
。「
仁
遜
」
の
「
自
写
」
に
係

る
東
禅
寺
版
「
長
阿
含
経
」（
千
字
文
函
番
号
「
履
」
十
巻
）・「
十

誦
律
」（
千
字
文
函
番
号
「
職
」
十
巻
）
の
合
計
二
十
巻
が
あ
る
。

こ
の
題
記
・
尾
題
記
は
本
源
寺
蔵
東
禅
寺
版
の
同
版
同
経
典
が
首
尾

欠
の
た
め
存
在
せ
ず
、『
金
沢
文
庫
蔵
宋
版
一
切
経
目
録
』
に
も
知

恩
院
蔵
宋
版
一
切
経
に
も
認
め
ら
れ
ず
、『
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経

目
録
』
公
刊
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
又
、「
詳

勘
経
沙
門
元
興
」
が
「
寫
此

」
と
刻
記
し
た
東
禅
寺
版
「
出
曜
経
」

（
千
字
文

番
号
「
宮
」
十
巻
）
も
、
写
刻
体
を
残
す
。

元
来
、「
自
写
」（
日
本
で
は
「
自
ら
手
づ
か
ら
写
」
と
作
る
こ
と

が
多
い
）
の
功
徳
を
以
て
願
主
の
願
意
成
就
を
祈
念
す
る
も
の
で
、

お
そ
ら
く
刊
経
盛
行
以
前
の
巻
子
装
の
書
写
経
に
多
く
認
め
ら
れ
る

傾
向
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
推
測
で
き
る
。
福
州
版
大
蔵
経
を
特

徴
づ
け
る
経
摺
装
に
つ
い
て
言
え
ば
、
巻
子
本
の
装
丁
を
極
力
残
す

折
り
本
装
と
し
て
独
特
の
形
態
で
あ
る
。福
州
版
に
即
し
て
い
え
ば
、

巻
末
尾
か
ら
毎
６
行
で
折
り
畳
ん
で
い
く
と
自
ず
と
出
来
上
が
る
装

丁
。
前
表
紙
を
含
め
た
一
紙
で
包
背
装
と
し
、中
央
に
金
字
外
（
経
）

題
を
配
す
る
よ
う
に
工
夫
（
観
音
開
き
の
形
態
）
さ
れ
て
い
る
が
、

包
背
装
内
に
も
巻
末
の
後
表
紙
を
備
え
る
為
、
後
表
紙
が
重
複
す
る

こ
と
に
な
り
、
前
表
紙
を
観
音
開
き
に
左
右
に
開
く
と
、
そ
の
後
表

紙
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
押
さ
え
竹
・
経
紐
も
巻
子
装
の
名
残
で

あ
る
。
巻
子
装
を
頑
な
に
残
す
東
禅
寺
版
刊
行
初
期
に
は
、「
自
写
」

の
経
巻
が
「
版
下
」
に
使
わ
れ
、
写
刻
体
を
残
す
傾
向
が
少
な
か
ら

ず
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
一
点
の
可
能
性
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
慶
政
の

唐
本
大
蔵
経
補
刻
事
業
と
商
客
金
源
三
の
一
党
と
の
係
わ
り
を
想
定

（『
南
岳
衡
山
と
聖
徳
太
子
信
仰
』〈
２
０
１
８
・
６ 

勉
誠
出
版
〉
所

収
拙
文
）
し
、そ
の
連
繋
を
慶
政
の
入
宋
以
前
に
遡
ら
せ
る
な
ら
ば
、
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慶
政
帰
国
時
に
将
来
し
た
唐
本
五
部
大
乗
経
に
対
す
る
補
刻
施
財
な

ど
の
可
能
性
も
憶
測
で
は
あ
る
も
の
の
一
考
に
値
す
る
の
で
は
な
い

か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

 
＊　
　

＊　
　

＊

本
稿
の
一
部
は
、
科
研
費
・
基
盤
Ｂ
（
課
題
番
号
：

２
６
２
８
４
０
４
０
）
の
助
成
に
拠
る
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、「
孔

子
論
図
」
に
つ
い
て
は
、
調
査
会
「
陜
北
地
方
の
画
像
石
と
革
命
聖

地
」（
８
／
５
～
８
／
９
）
の
「
漢
代
画
像
石
」
セ
ミ
ナ
ー
で
の
同

題
発
表
の
内
容
と
同
じ
で
あ
る
。
席
上
御
教
示
賜
わ
っ
た
諸
氏
に
謝

意
を
表
す
る
。

（
ま
き
の　

か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


